
道標ない旅269 平成３１年３月１１日（第３２号）

“２６9”とは南郷中の全校生徒数です 校長 益田 孝彦 ８７５－９４９４

◆◆ ３月１１日（月） 第３８回卒業式が開かれました。◆◆

この場をお借りして、校長として卒業生に式で贈った言葉を紹介させて頂きます。

『来賓への挨拶（割愛） 保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございます。卒業
生は、「自立」と「共生」という学校教育目標の下、様々な成功体験やほろ苦い経験を通
し、仲間と共に生きる大切さや、他者への優しさのあり方などを習得し、一人前に育ちま
した。ひとえに、保護者の皆様のご協力のおかげであります。ここに改めて感謝申し上げ
ます。

さて、卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。私から、最後のメッセージを伝
えたいと思います。
皆さんは、卒業という言葉を深く考えてみたことがあるでしょうか。
卒業には、「一つの段階を通り越すこと」という意味があります。中学校で学んだこと

が、単にテストの点を取るための勉強程度にしか思えない人は、「ある段階を通り越し、
一歩大人に近づいた」とは言えません。
先生方は勉強さえ出来れば、何でも許して下さいましたか？テストの点よりもっと大切

なことに気付かないとき、真剣にしかってくれた先生はいませんでしたか？
大人になるということは、素晴らしいことですが、同時に自分の行動に責任をとらなけ

ればならないという厳しさが待っているのです。無責任な人に育ってほしくないという先
生方の思いをこの卒業で改めて受け止めてみて下さい。
また、卒業をもう一つの意味で捉えたとき、こんな素晴らしいチャンスは無駄にしては

いけないことに是非気がついて下さい。
新しい沢山の人との出会いが、すぐ始まろうとしています。新しい世界の中で、変えて

みたい自分があれば、勇気を持ってチャレンジしてみましょう。卒業すると言うことは、
さらに素敵な人となるため、「前の失敗の多かった自分から、生まれ変わった自分がいる」
と言えるようになる、大切なきっかけをもらうということなのです。
時代は大きく変わり、君たちは人工知能ＡＩと生きていく世代になりました。今までの

常識では予測のつかない時代を生きていくことになります。必ずや、道標もなく、アドバ
イスもない分かれ道に出くわすはずです。そのときこそ、自分の責任で人生を決めていか
なければならないのです。それは本当の意味の自立であり、この時代に、大人になったと
いう証なのです。
きっと「自立」「共生」の目標の下で育ってきた皆さんのまわりには、あなた方の優し

さが引き寄せた、信頼できる仲間がいることと信じます。予測できない時代を乗り越える
手段は、まわりの人と協働しながら課題に立ち向かい解決する能力だと言われています。
どうかこれから先も一人ひとり、ご自身の見つけた仲間とともに、協働し、活躍してほし
いと願います。
さて、この場をお借りして、３年間無遅刻無早退無欠席の皆勤を成し遂げた栄えある生

徒名を紹介します。３Ａ：板橋輝、桑野紗衣、白戸沙弥、代田実咲 ３Ｂ：宗森若葉 ３Ｃ
：有吉陽人、小池花、濱岡周平、蛭川瑛登 生徒の皆勤をたたえ大きな拍手をお願いし
ます。
先生方、そして、多数ご臨席の保護者や地域の皆様方、改めてこれまでのご尽力と、南

郷中の特色であるＦＧＣ活動など、学校教育へのご協力に対して、心から感謝を申し上げ
ます。
最後に、卒業生のみなさん、みなさんのこれからのご活躍を心からお祈りし、私からの

お祝いのことばといたします。
さあ 翔べ光のなかへ！』

・・・・卒業生の心に少しでも届けばいいなと願っています。
予行の時の校歌を聞いただけで、感動で目頭が熱くなったのですが、今日もあっぱれでした。！！
裏面に卒業式の様子を写真で紹介します。



◆ ３月に入っての表彰関係は、以下の通りです。 ◆◆

・神奈川県青少年読書感想文コンクール 入選 ３年Ａ組 木村 行

・バレーボール 第２０回横須賀はまゆう杯 第１位 南郷中学校

・「道の作文」コンクール 2018 銀賞 ２年Ａ組 池谷 友里

◆◆ 南郷中学校の「総合的な学習の時間」の内容を整理しました。 ◆◆

今までテーマは、ＦＧＣ活動：葉山の良い暮らしを発見する活動（find good life of community）
として１６年間実施してきました。
このテーマを少し補強して『ＦＧＣ はやまびと（仮称）』に次年度以降取り組みたいと思いま

す。従来のテーマを大切にしながら、本校の学校教育目標である「自立」「共生」を体現できる、
社会人としての素養を探究的に身につけることを目指します。

総合的な学習の時間は、
１学年で５０時間 ２学年
・３学年で７０時間 授業
として取り組むことになっ
ています。次年度以降は概
ね以下のような内容（コン
テンツ）で構成し、逐次改
善を加えていきたいと考え
ています。

ＦＧＣ活動を通して、葉山
を身近に感じ、その魅力に
気づけるようにします。進
路学習では、３年間を通し
た進路学習では、職業イン
タビューに始まり、職場体
験、３年での実際の進路選
択に繋がる資質の向上を図
ります。公民学習では、生
徒総会・生徒会選挙や、「は
やまびと（公民）」として
の資質が高まるよう、様々
な学習を組み入れます。平
和学習では、１・２年と実
施する校外学習での平和学
習を含め、広島修学旅行に

繋がるよう、平和を希求し、葉山に思いを寄せる「はやまびと」を育てたいと考えます。
総合的な学習の時間を使って行う学習活動なので、その学習活動が探究的になっていくことが必

要です。「ＦＧＣ はやまびと」の実践の中で、残していく感想や意見・反省をきちんと残し、い
つでも閲覧できるようにして（ポートフォリオ化をはかって）、同じことを繰り返すのではなく、
深めていけるような学習にしていきたいなと考えています。
「ＦＧＣ はやまびと」は仮称です。より良いコピー（テーマ）を募集します。

学年 内容（コンテンツ） 主たるメニュー

FGC活動
ガイダンス、町づくり展、地域ふれあいの
会

10

進路学習 職業インタビュー、キャリア教育等 5

公民学習
生徒総会、生徒会選挙、意見文発表、集会
等

18

平和学習
平和学習、校外学習当日、見学先調査、平
和学習まとめ上げ等

17

FGC活動
プレゼン、体験学習準備、体験学習当日、
レポート、発表会

22

進路学習 職場体験準備、マナー、当日、礼状、まと
め

24

公民学習 生徒総会、生徒会選挙、意見文発表、情報
教育、集会等

11

平和学習
平和学習、校外学習当日、見学先調査、平
和学習まとめ上げ等

13

FGC活動 地域ボランティア、奉仕活動 6
進路学習 ガイダンス、面接練習、進路学習、 17

公民学習
生徒総会、生徒会選挙、意見文発表、救急
救命、租税教室、人権学習、薬物乱用防
止、情報教育、思春期講演、集会等

26

平和学習 平和学習、調査、当日（含む修学旅行1/2） 21
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